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【背景】肺癌は日本人の部位別のがんによる死亡数の第 1 位を占める。近年 EGFR 遺伝子




ABCB1, ALDH1A1 および CD44 は CSC 関連マーカーとして報告されており、CSC は




【目的】非小細胞肺癌における ABCB1, ALDH1A1および CD44蛋白発現の予後マーカー
としての有用性を評価することを目的とする。 
 
【方法】2001 年から 2009 年まで日本医科大学付属病院で手術が施行された非小細胞肺癌









75 症例および EGFR 野生型肺腺癌 I 期 56 症例において、ABCB1 陽性例は陰性例に比べ
OS は統計的有意差をもって予後不良であった(p=0.03, p=0.047)。さらに、肺腺癌 EGFR
野生型Ⅰ期 56 症例においては、ABCB1 陰性例は陽性例に比べ無病生存期間(DFS)が有意
に長かった(p<0.01)。多変量解析の結果、ABCB1は EGFR野生型Ⅰ期肺腺癌の独立した再













より I 期肺腺癌患者の術後予後予測が可能であり、EGFR 野生型肺腺癌においては有力な
再発予測マーカーであると考えられる。今後個別化医療への臨床応用へ向けた検証研究を
計画している。 
 
【結論】免疫染色による ABCB1蛋白発現は、I期肺腺癌患者の術後予後予測バイオマーカ
ーになり得る。EGFR 野生型肺腺癌においては、有力な再発予測マーカーであり、術後補
助化学療法の個別化に有用できる可能性がある。 
